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発
生
か
ら

一
カ
月
が
過
ぎ
た
イ
ー
ジ
ス
艦

「あ
た
ご
」
と
漁

船

「清
徳
丸
」
の
衝
突
事
故
。
意
外
な
背
景
と
し
て
、
大
型
船

と
小
型
船
が
簡
単
に
連
絡
を
取
れ
る
無
線
シ
ス
テ
ム
が
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
米
国
や
豪
州
で
は

「国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
」

と
い
う
統

一
規
格
の
無
線
機
が
普
及
し
て
い
る
が
、
規
制
の
厳

し
い
日
本
で
積
ん
で
い
る
船
舶
は
１
％
前
後
。
海
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
灯
火
や
汽
笛
頼
み
だ
。
　

　

　

（橋
本
誠
）

国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
の
特
徴
は
、
相

チ
ャ
ン
ネ
ル
２２
に
移
動
し
ま

手
の
周
波
数
が
分
か
ら
な
く
て

す
」

も
、
す
ぐ
に
交
信
が
可
能
な
こ

　

あ
た
ご

「本
艦
は
針
路
〇
〇

と
。
周
波
数
を
合
わ
せ
る
手
順

に
向
け
、　
一
〇

・
五
Ｌ
で
航
行

が
必
要
な
通
常
の
無
線
機
と
違

中
で
す
。
貴
船
と
の
距
離
は
○

い
、
共
通
の

「
１６
チ

ヤ
ン
ネ

好
。
前
方
に
は
他
に
漁
船
が
お

ル
」
を
使

っ
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト

リ
、
回
避
が
や
り
に
く
い
の

に
相
手
に
呼
び
掛
け
ら
れ
る
。
　
で
、
清
徳
丸
は
左
に
二
〇
度
針

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
役
員
で
、
ヨ
ッ
ト

路
変
更
し
、
本
艦
を
右
に
見
て

で
日
本

一
周
な
ど
を
経
験
し
て

通
過
で
き
ま
せ
ん
か
」

い
る
岡
敬
三
氏
後
じ
＝
横
浜
市

　

清
徳
丸

「貴
艦
の
要
請
了
解

＝
に
よ
る
と
、
こ
ん
な
イ
メ
ー

し
ま
し
た
。
二
〇
度
左
に
針
路

ジ
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
し
、
貴
艦
を
右
に
見
て
す

あ
た
ご

「
こ
ち
ら

『あ
た

れ
違
い
ま
す
」

「
Ｌ

。
二
時
の
方
角
に
見
え
る

　

し
か
し
、
実
際
に
は
こ
う
し

船
舶
は
漁
船
で
す
か
」
　

　

　

た
会
話
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

清
徳
丸

「は
い
、

『あ
た

全
国
に
六
十
万
１
七
十
万
隻
あ

一
Ｌ

。
こ
ち
ら
は
漁
船

『
清
徳

る
船
舶
の
う
ち
、
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ

丸
』
で
す
」
　
　
　
　
　
　
　
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
船
は
約
七

あ
た
ご

「
こ
ち
ら
は

『あ
た

千
八
百
隻
だ
け
。
多
く
は
大
型

一
Ｌ

。
チ
ャ
ン
ネ
ル
２２
に
移
動

船
で
、
船
舶
の
大
半
を
占
め
る

し
ま
す
」
　
　
　
　
　
　
　
　
小
型
船
に
は
ほ
と
ん
ど
付
い
て

清
徳
丸

「了
解
。
清
徳
丸
は

い
な
い
。
漁
船
は
漁
業
用
の
無

線
、
レ
ジ
ャ
ー
船
は
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
や
携
帯
電
話
し
か
持

っ

て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

手
続
き
煩
雑

機
器
も
高
価

国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
が
普
及
し
な
い

の
は
手
続
き
が
煩
雑
で
機
器
も

高
価
な
た
め
だ
と
、
岡
氏
は
指

摘
す
る
。

「米
国
で
は
小
出
力

の
ハ
ン
デ
ィ
ー
機
が
安
価
で
販

売
さ
れ
、
無
免
許
で
誰
で
も
自

由
に
使
え
る
が
、
日
本
で
は
海

上
特
殊
無
線
技
士
の
資
格
や
無

線
局
の
免
許
が
必
要
。
免
許
を

取
ら
ず
に
使
え
ば
、
電
波
法
違

反
で
処
罰
さ
れ
る
」

総
務
省
は

「米
国
の
機
械
は

電
波
法
の
規
格
に
合
わ
ず
、
日

本
で
は
使
え
な
い
。
無
資
格
で

使
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
何
か

起
こ
っ
た
と
き
、
国
際
的
に
日

本
の
責
任
が
問
わ
れ
る
」
と
説

明
。
国
土
交
通
省
は

「
国
際
Ｖ

Ｈ
Ｆ
は
遭
難
時
に
助
け
を
求
め

る
も
の
で
、
衝
突
回
避
の
た
め

に
無
線
設
備
を
使
う
思
想
は
な

い
。
原
始
的
だ
が
、
灯
火
を
つ

け
た
り
、
汽
笛
を
鳴
ら
す
、
音

と
光
が
交
信
の
第

一
義
的
な
手

段
」
と
い
う
姿
勢
だ
。

こ
う
し
た
実
態
は

一
九
八
八

年
の
潜
水
艦

「な
だ
し
お
」
と

釣
り
船
の
衝
突
事
故
で
も
問
題

に
な
っ
た
。
批
判
を
受
け
て
、

郵
政
省

（現

・
総
務
省
）
が
九

二
年
に
導
入
し
た
の
が

「
マ
リ

ン
Ｖ
Ｈ
Ｆ
」
。
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
の

一
部
を
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
専
用
に
割
り
当
て
、
緊

急
時
に
は
海
保
や
大
型
船
と
通

信
で
き
る
。
価
格
は
安
く
な

り
、
手
続
き
も
簡
素
化
さ
れ
る

は
ず
だ

っ
た
。

し
か
し
、
現
在
付
け
て
い
る

の
は
、
わ
ず
か
二
千
二
百
隻
。

総
務
省
は

「
一
時
は
六
千
隻
前

後
ま
で
増
え
た
が
、
携
帯
電
話

の
普
及
で
減

っ
た
」
と
釈
明
す

る
。
岡
氏
は

「
マ
リ
ン
Ｖ
Ｈ
Ｆ

で
も
安
価
な
米
国
販
売
機
種
の

使
用
は
禁
じ
ら
れ
、
無
線
局
開

局
に
は
厚
さ
二
、
三
考
も
の
申

請
書
類
が
必
要
。
屋
上
屋
を
架

し
た
よ
う
な
も
の
」
と
手
厳
し

い
。
小
型
船
の
通
信
が
、
相
手

の
番
号
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
役

に
立
た
な
い
携
帯
電
話
に
頼
り

が
ち
な
の
も
気
掛
か
り
だ
。

省
庁
の
縦
割
り

超
え
ら
れ
る
か

岡
氏
は

「気
軽
に
交
信
で
き

れ
ば
異
常
接
近
を
防
げ
た
は

ず
。
な
だ
し
お
と
同
じ
パ
タ
ー

ン
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
」
と

指
摘
。
今
度
こ
そ
省
庁
の
縦
割

り
を
超
え
て
再
発
防
止
の
シ
ス

テ
ム
作
り
が
求
め
ら
れ
る
が
、

総
務
省
の
担
当
者
は
気
に
な
る

言
葉
を
口
に
す
る
。

「あ
た
ご
の
無
線
の
情
報
を

防
衛
省
に
求
め
た
が
、
提
供
し

て
い
た
だ
け
な
い
。
防
衛
省
の

船
や
飛
行
機
に
は
無
線
局
の
免

許
が
い
ら
な
い
ん
で
す
」

灯火や汽笛頼み

イ
ー
ジ
ス
艦

「あ
た
ご
」
と

「清
徳
丸
」
の
残
が
い

（手
前
）
。
両
者
の
間
で
無
線
交

信
は
な
か

っ
た
＝
先
月
１９
日
、
千
葉
県
野
島
崎
沖
で
、
本
社
ヘ
リ

「お
お
づ
る
」
か
ら

炒
鰈
鰊
鰈
趙
蠅
爾
鷺
購
隕
写
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